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4月6日、桜満開の四季文化館「みの〜れ」に

て、「小美玉さくらフェス」が開催。BIRDワーク

ショップも参加しました。「みの〜れ」の施設

の中に点在するBIRDのモニュメントを探すス

タンプラリーには、100人以上の子供たちと保

護者の皆さんが参加されました。ゴールは、

100種類のBIRD作品が展示してあるBIRD美

術館。直接作品に触れながら自分の好きな

BIRDにシールを貼ってもらうという人気投票

プログラムも実施。後日１位〜３位を見事当

てたら特性BIRDバッチがプレゼントされると

いう企画も。改めて「みの〜れ」のシンボルで

もあるBIRDを楽しんでもらえました。今後も、

住民の皆さんに愛されるBIRDとしての活動を

積極的に進めていきたいと思います。	

BIRDスタンプラリーウォッチング！	

「みの〜れ」施設内のBIRD美術館を	

めざしてGO!!	

自然の環境に包まれた「みの〜れ」でありた

い。多くの鳥たちが集まる森のように、小美

玉市民が集う四季文化館でありたい。そうい

う願いをこめて「みの〜れ」のシンボルとして

仲間入りをしたBIRD。これからは「みの〜

れ」のイベントを介してもっと地球環境にも関

心を持ってもらう活動をしていきたいと思って

います。そこで、今回はワークショップのメイ

ンである「BIRDぬり絵」に加えて、「地球BIRD

ぬり絵」を実施しました。これは、地球という

素材をベースにBIRD作者のおおたけかずみ

が新しく描いたものです。「地球って、丸くっ

て、グリーンとブルーって、誰が決めたの？」

というキャッチフレーズを、いろんな形の地球

BIRD（色なし地球）が取り囲むように並んで

いるぬり絵ボードに、たくさんの子供たちが、

とても楽しい未来の地球を表現してくれまし

た。さあ、みんなで地球を守ろうね！	

これからも「みの〜れ」と共に「地球環境」

を考えたいBIRD-KISSプロジェクトです。	

私たちBIRD-KISSは、21世紀を生きる子供たちのためのアートコミュニケーション
プロジェクトとして、空想BIRDのぬり絵を中心にしたワークショップを世界で展開し
ています。「色のないBIRD」を「自分色BIRD」に。ぬり絵をきっかけにアーチスト（個

性）としての自分に気づくこと。自分愛から、他者愛へ、そして地球愛へ。そんな想
いを大切にしています。ぜひ、ホームページをご覧ください。　www.bird-kiss.com	

スタンプの置かれたシルエットBIRDの場所
は5カ所。館内外を探し回る子供たち。	

当日配布したお持ち帰り地球BIRDぬり絵カー	
ド（上2点）。自宅でぬってBIRD	WEB	美術館に	
たくさんの投稿いただきました。	

2階のBIRD美術館で自分の好きなBIRDを選
ぶ人気投票。兄弟でも選ぶBIRDはそれぞれ。	

スタンプラリーのプレゼントはBIRD缶バッ
チ。100種類もあるので、選ぶことにも真
剣な子供たち。	

子供たちが描く地球の未来は明るい。

SDGs（接続可能な開発目標）に則って、
BIRD-KISSも活動したいと考えています。	

ぬり絵をしてくれたミャンマーの子

供たちから届いた写真です。学校

が春休みのとき、約200人の子供
たちがBIRDワークショップを体験
してくれました。特定非営利活動

法人ジャパンハート様の養育施

設Dream	Trainで自立支援を受け
る子供たちです。民族衣装のカラ

フルさがぬり絵にも表現されてい

ます。	


